
は

じ

め

に

我
々
が
天
竜
川
に
抱
く
思
い
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
。
時
々
の
思

い
出
、
場
所
に
よ
っ
て
そ
の
感
じ
方
も
異
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

誰
も
が

一
様
に
特
別
な
感
じ
を
抱
く
の
は
天
竜
川
の
深
い
淵
。
青
々

と
し
て
底
が
見
え
ず
、
周
囲
の
岸
が
切
り
立
っ
て
、
何
と
も
言
い
様

の
な
い
不
安
に
と
ら
わ
れ
る
、
異
様
な
世
界
の
淵
で
あ
ろ
う
。
本
書

で
は
、
こ
の
天
竜
川
の
淵
に
ま
つ
わ
る
話
を

『熊
谷
家
伝
記
』
と
い

う
本
を
中
心
に
し
て
、
取
り
あ
げ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

そ
れ
で
は

『
熊
谷
家
伝
記
』
と
は
ど
の
よ
う
な
記
録
だ
ろ
う
か
。

長
野
県
の
伝
南
端
、
静
岡
県
と
愛
知
県
に
接
し
て
下
伊
那
郡
天
竜
村

が
あ
る
。
こ
の
村
の
中
央
を
天
竜
川
は
流
れ
る
が
、
天
竜
川
の
西
側
、

村
の
南
端
に
坂
部
の
集
泌
が
位
置
す
る
。
こ
こ
は
昭
和
二
七
年
(
一

九
五
二
)
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
、
冬
祭
り
の
催
さ

れ
る
場
所
と
し
て
全
国
的
に
有
名
で
あ
る
。
坂
部
に
関
し
て
も
う

一

つ
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
『
熊
谷
家
伝
記
』
と
い
う
、
熊
谷
家
の
歴

史
を
書
き
綴
っ
た
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
を
今
牧
久
は
次
の
よ
う
に
説

明
し
て
い
る
。

く
ま
が
い
か
で
ん
き

熊
谷
家
伝
記

下
伊
那
郡
天
竜
村
坂
部

の
郷
土
熊
谷
家
に
伝
わ
っ
た
家
伝
記
。
一
三
五
二

(文
和

一
)

年
、
初
代
貞
直
が
当
地
に
土
着
し
、
開
発
を
始
め
て
い
ら
い
、

家
憲
に
よ
っ
て
代
々
書
き
継
が
れ
て
き
た
記
録
を
資
料
と
し
て
、

明
和
年
聞
に
一

一一
代
次
郎
太
夫
直
還
が
撃
理
し
、
編
集
し
た
も

の
。
四

O
O余
年
に
わ
た
る
膨
大
な
記
録
で
あ
る
ば
か
り
か
、

私
記
に
と
ど
ま
ら
ず
、
将
軍
、
領
主
、
代
官
の
交
代
や
変
遷
な

ど
天
下
の
大
勢
ゃ
、
当
時
の
社
会
組
織
、
経
済
事
情
、
慣
習
、

民
間
伝
承
に
至
る
ま
で
、
南
伊
那

・
東
三
河
の
山
村
の
生
活
が

細
大
も
ら
さ
ず
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
伝
記
は
柳
田
国

男
博
士
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
絶
賛
さ
れ
た
。
宮
下
本
(
下
伊

那
郡
阿
南
町
和
合
)
、
佐
藤
本
(
愛
知
県
)
の
二
本
が
あ
る

(註
1
)
。

こ
こ
に
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『熊
谷
家
伝
記
』
は
特
に
民

俗
学
の
世
界
で
は
大
変
有
名
な
本
で
あ
る
。

民
俗
学
で
柳
田
国
男
と
な
ら
ぴ
称
さ
れ
る
折
口
信
夫
は
、
大
正
六

年

(
一
九

一
七
)
最
初
に
『
熊
谷
家
伝
記
』
を
見
た
と
昭
和
二
二
年

(
一
九
四
七
)
に
書
い
て
い
る
(
註
2
)。
折
口
信
夫
書
提

・
三
河

・

遠
江
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
に
は
、
早
川
孝
太
郎
の
花
祭

な
ど
の
紹
介
が
あ
り
、
折
口
に
『
熊
谷
家
伝
記
』
を
知
ら
せ
た
の
も

早
川
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
早
川
自
身
も
そ
の
著
作
の
中
で
こ
れ

を
用
い
て
い
る
(
註
3
)
。
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今
牧
が
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
熊
谷
家
伝
記
』
を
有
名
に
し
た

の
は
柳
田
国
男
だ
っ
た
。
彼
は
『
東
国
古
道
記
』
で
こ
の
本
に
つ
い

て
触
れ
、
「
久
し
く
名
を
伝
へ
て
居
た
珍
書
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
前

年
謄
写
版
に
し
た
篤
志
家
が
あ
り
、
設
近
は
更
に
又
活
版
に
も
し
た

か
ら
、
も
う
埋
没
の
危
険
だ
け
は
無
く
な
っ
て
居
る
。
文
種
用
字
に

統
一
が
あ
り
、
又
後
世
に
な
ら
ぬ
と
判
ら
ぬ
筈
の
事
も
少
々
は
書
い

て
あ
る
か
ら
、
先
祖
の
自
筆
に
擦
っ
た
と
い
う
の
は
信
じ
ら
れ
ぬ
が
、

内
容
に
は
存
外
新
た
な
附
加
へ
が
無
い
」
(
註

4
)
と
評
価
し
た
。

な
お
、
柳
田
は
こ
れ
よ
り
早
く
昭
和
四
年
(
一
九
二
九
)
の
「
熊
谷

嫡
惣
左
衛
門
の
話
」
(
註
5
)
で
既
に
『
熊
谷
家
伝
記
』
を
利
用
し

て
い
る
。

ま
た
社
会
学
の
大
家
有
賀
喜
左
衛
門
は
、
昭
和
九
年
(
一
九
三
四
)

に
「
村
の
記
録
」
の
中
で
、
「
正
史
に
関
連
す
る
記
述
の
不
正
確
さ

は
あ
ろ
う
と
も
、
こ
の
家
伝
記
の
興
味
は
村
内
部
の
生
活
を
記
述
す

る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
家
系
の
粉
飾
的
記
述
や
年
号
に
お

け
る
多
少
の
相
違
や
外
部
の
出
来
事
に
対
す
る
記
述
の
不
正
確
さ
は
、

多
く
の
場
合
は
は
な
は
だ
し
い
障
碍
と
は
な
ら
な
い
」
(
註

6
)
と

述
べ
た
。

そ
の
後
も
こ
の
本
を
用
い
て
の
研
究
が
続
い
た
。
竹
内
利
美
は
昭

和
一
九
年
(
一
九
四
四
)
に
『
中
世
末
に
お
け
る
村
落
の
形
成
と
そ

の
展
開
』
(
伊
藤
書
庖
)
を
出
し
た
が
、
後
に
改
訂
し
『
「
熊
谷
家

伝
記
」
の
村
々
l
村
落
社
会
史
研
究
l
』
と
し
て
昭
和
五
三
年

(
一

九
七
八
)
に
御
茶
の
水
書
房
よ
り
出
版
さ
れ
た
。
氏
は
一
巻
の
貞
直

記
に
つ
い
て
は
「
関
郷
伝
承
以
外
は
全
く
用
が
な
い
」
と
し
、

二
巻

の
永
徳
元
年
(
一
三
八
一
)
か
ら
永
正
八
年
(
一
五
一

一
)
に
至
る

聞
は
「
史
実
の
ほ
と
は
何
と
も
い
え
な
い
が
、
さ
し
て
相
互
矛
盾
す

る
と
こ
ろ
は
な
い
」
と
す
る
。

三
巻

・
四
巻
は
永
正
九
年
か
ら
天
正

一
九
年
(
一
五
九
乙
で
あ
る
が
、
「
殊
に
天
正
検
地
時
の
村
内
記

事
は
た
し
か
で
、
本
篇
で
は
最
も
活
用
し
て
い
る
」
と
し
、
以
後
の

記
事
は
史
実
と
し
て
理
解
し
、
村
落
の
形
成
過
程
を
描
い
た
。

宮
本
常
一
も
『
山
に
生
き
る
人
び
と
』
で
「
二
代
口
を
直
常
と
よ

び
、
直
常
は
文
字
を
解
し
た
よ
う
で
重
要
な
事
件
が
あ
る
と
一
々
書

き
と
め
て
お
い
た
。
そ
し
て
一

二
代
の
直
還
ま
で
、
年
代
か
ら
い
う

と
永
徳
元
年
(
一

三
八
一
年
)
か
ら
明
和
五
年
(
一
七
六
八
年
)
ま

で
の
問
、
お
よ
そ
四

0
0年
間
の
家
伝
記
を
残
し
た
。
そ
れ
を
直
遣

が
整
理
し
な
お
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
各
代
の
人
び
と
の
直
接
書

い
た
も
の
で
は
な
い
が
、
内
容
的
に
は
一
応
信
頼
で
き
る
も
の
と
恩

わ
れ
る
」
(
註
7
て
あ
る
い
は
『
天
竜
川
に
沿
っ
て
』
で
「
こ
の
家

伝
記
の
記
事
は
か
な
り
正
確
な
も
の
と
見
ら
れ
」
(
註

8
)
と
し
て

い
る
。
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地
理
学
で
は
、
安
藤
慶
一
郎

・
矢
守
一
彦
が
国
境
い
の
村
』
で
、

「
家
伝
と
い
う
性
格
か
ら
、
こ
と
に
草
創
の
こ
ろ
を
記
し
た
巻
の
若



い
部
分
は
、
史
料
と
し
て
は
上
等
の
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
限
界

を
わ
き
ま
え
て
読
め
ば
、
中
世
の
村
の
成
り
立
ち
を
知
る
上
で
、
ま

た
と
な
い
貴
重
な
材
料
で
あ
る
」
(
註
9
)
と
評
価
し
、
活
用
し
て

い
る
。こ

う
し
た
流
れ
と
は
別
に
、

一
九
五
八
年
に
千
葉
徳
爾
は
、

『
熊

谷
家
伝
記
』
の
筆
者
直
還
を
民
俗
学
で
い
う
伝
承
者
の
タ
イ
プ
だ
と

し
て
、
こ
の
本
を
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
方
面
か
ら
使
う
こ
と
を
提
唱
し

た
(
註
叩
)
。

こ
の
よ
う
に
『
熊
谷
家
伝
記
が
』
活
用
さ
れ
た
の
は
、
こ
れ
が
既

に
活
字
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
柳
田
が
触
れ
て
い
る
謄
写
版

刷
り
の
も
の
は
、
佐
藤
本
の
複
製
で
大
正
二
年
(
一
九
二
二
)
か

ら
翌
年
に
か
け
て
、
年
代
記
を
欠
い
た
七
巻
ま
で
を
出
し
た
。

つ
い

で
昭
和
八
年
(
一
九
三
三
)
に
佐
藤
本
を
底
本
に
宮
下
本
、
絡
写
版

を
参
照
し
て
市
村
威
人
の
校
訂
に
よ
っ
て
伊
那
史
料
叢
書
と
し
て
山

村
書
院
か
ら
四
間
本
で
出
た
。
ち
な
み
に
市
村
は

「熊
谷
家
伝
記
は

其
量
に
於
て
内
容
に
於
て
数
多
き
郷
土
的
旧
記
類
中
、

一
頭
地
を
抜

く
も
の
で
あ
る
」
(
註
日
)
と
評
価
し
て
い
る
。
さ
ら
に
佐
藤
本
は

愛
知
県
北
設
楽
郡
富
山
村
に
寄
贈
さ
れ
、
昭
和
五
六
年
(
一
九
八
一
)

か
ら
年
代
記
を
含
め
た
七
巻
が
複
製
さ
れ
た
。

以
上
の
事
実
に
よ
っ
て
、
『
熊
谷
家
伝
記
』
と
い
う
本
が
い
か
に

重
要
視
さ
れ
て
い
る
か
は
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
従
来
の

研
究
に
あ
っ
て
は
、
全
体
と
し
て
こ
の
本
の
記
載
は
事
実
と
し
て
と

ら
え
ら
れ
、
特
に
山
村
の
で
き
か
た
が
具
体
的
に
わ
か
る
と
い
う
こ

と
で
着
目
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
書
物
の
舞
台
と
な
っ
た
信
濃
・

三
河
・
遠
江
の

三
国
の
聞
の
地
帯
は
、
山
中
を
天
竜
川
が
縫
う
よ
う
に
流
れ
て
お
り
、

天
竜
川
と
住
民
と
の
つ
な
が
り
が
深
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で

本
苫
に
あ
っ
て
は
、
千
葉
徳
爾
の
提
言
に
沿
う
形
で
、

『
熊
谷
家
伝

記
』
の
中
に
見
ら
れ
る
川
、
特
に
天
竜
川
の
淵
に
か
か
わ
る
部
分
を

取
り
出
す
こ
と
で
、
そ
の
記
載
の
背
景
に
あ
る
川
に
対
し
て
日
本
人

が
抱
い
て
き
た
感
情
な
ど
を
追
究
し
て
み
た
い
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、

『
熊
谷
家
伝
記
』
が
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
り
は
る
か
に
事
実
が

少
な
い
一
端
も
明
ら
か
に
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、

こ
の
こ
と
を
通
し
て
、
天
竜
川
沿
い
の
住
民
が
長
い
間
天
竜
川
の
淵

に
抱
い
た
感
情
、
ひ
い
て
は
日
本
人
が
川
の
淵
と
い
う
特
別
な
場
所

に
抱
い
た
感
覚
の
一
端
が
明
ら
か
に
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
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註
『
長
野
県
百
科
事
典
』

二
三
四
頁
(
信
滋
毎
日
新
聞
社

・
一
九
ヒ
四
)

2 

『
折
口
信
夫
全
集
』
第
二
八
巻
二
六
七
頁
(
中
公
文
庫

・
一
九
ヒ
六
)

3 

『
早
川
孝
太
郎
全
集
』
第
四
巻
三
六
八
頁
な
ど
(
未
来
社

・
一
九
七
八
)

『定
本
柳
田
国
男
集
』
第
二
巻
二
四
九
頁
(
筑
臨
時
世
話
房
・
一
九
ヒ
-一
、

4 



本
書
は
雑
誌

『旅
』
に
一
九
四
九
年
に
連
載
さ
れ
、

野
県
の
上
小
郷
土
研
究
会
よ
り
刊
行
さ
れ
た
)

一
九
五
二
年
に
長

5 

『定
本
柳
田
国
男
集
』
第
五
巻
三
三
九
頁
(
筑
摩
書
房一

・
一
九
六
八
)

『有
賀
喜
左
衛
門
著
作
集
』
第
五
巻
三
一
三

頁
(
未
来
社

・
一
九
七
二
)

6 7 

宮
本
常

一
『山
に
生
き
る
人
び
と
』
一
一
一
四
頁
(
未
来
社

・
一
九
六
四
)

8 

宮
本
常

四
頁

『私
の
日
本
地
図

1

天
竜
川
に
沿
っ
て
』

(
同
友
館

・
一
九
六
七
)

9 

安
藤
慶

一
郎

・
矢
守

一
彦

『国
境
い
の
村
』
二
五
頁
(
学
生
社

・
一
九

七
二
)

10 

千
葉
徳
爾

「
回
仕
事
と
河
童
」
(
『信
猿
』
第

一
O
巻

一
号

・
一
九
五

八
、
こ
の
論
文
は

『河
童
』
岩
崎
美
術
社

・
一
九
八
八
に
も
収
録
さ
れ

て
い
る
)

11 

市
村
威
人

「『
熊
谷
家
伝
記
』
の
刊
行
に
つ
い
て
」
(
『
中
部
芸
術
』

一
九
三
三
年
五
月
号
)

(昭和40年頃)湯立てをする熊谷家当主の伝一氏
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